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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　12月　28日　(金)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者本川　沙織　　　　　記録者　上口　昌範

	小向
	西山
	福田
	松沢
	本川
	濱谷
	松川
	清川
	中野
	田村
	小杉
	

	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	深
	公休
	公休
	○
	○
	公休
	もちつき
	公休
	　欠勤
	深

	相間野
	岩藤
	及川
	田ノ上
	福士
	横町
	佐々木
	沢上
	高橋
	稲村
	板橋
	

	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	
	

	○
	公休
	CD留守
	深
	CD留守
	公休
	公休
	公休
	○
	行事
	　公休

	盛田
	諏訪
	前田
	上口
	高曽
	
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	公休
	○
	公休
	
	
	
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 年始年末の休みに入りますので、各自確認し処方漏れ等ないようにしてください。

	日
	日直
	　当直

	１２/３０
	千葉良Ｄｒ．
	院長

	１２/
	田名部Ｄｒ．
	田名部Ｄｒ．

	１/１
	安ヶ平Ｄｒ．
	安ヶ平Ｄｒ．

	１/２
	川端Ｄｒ．
	川端Ｄｒ．


	１/３
	田名部Ｄｒ．
	猪股Ｄｒ．


・　売店の年始の営業は１/１初売り　１/４～通常営業となります。

＜患者様状態報告＞
· 中村　治彦様～左手尺骨骨頭部潰瘍の状態改善みられるため処置終了となっています。

　　　　　　　　　今後は再発予防に努めましょう。

・鈴木　サダ様～膣脱の診察は年内終了となっています。次回は１月８日診察予定となっています。

・高森　清八様～12/27慢性湿疹のため北村皮膚科受診。疥癬ではないとのこと。前回と同様の内服　　　　

薬が継続処方となっています。次回は1ヶ月後受診予定となっています。

引き続き皮膚状態の観察をし湿疹の拡大がないようケアしていきましょう。

・永洞　恭子様～鼻閉、鼻汁あり。感冒薬　3.0ｇ　３×１/３Ｔ（28日昼より）臨時処方となっています。
· 吉田　寿雄様～血糖コントロールのためノボリンフレックスペン1本　継続処方となっています。

　　　　　　　　　低血糖症状・ショックなどに注意し観察していきましょう。
・長根　矢一様～抗生物質３Ｃ　３×１/１（30日夕より）処方となっています。次回診察日は12/31

　　　　　　　　となります。主治医（田名部Ｄｒ．）と御家族で面談を行っています。食事困難の場合、経管栄養にすることを御家族から了承を得ています。また、状態が悪化して場合、他科へは行かず当院での治療を希望されています。

・板垣　富蔵様～痰がらみ改善みられた為、去痰剤飲み切り止めとなります。
・峰田　満男様～解熱しバイタル安定のため抗生物質飲み切り止めとなります。
・金橋　トキノ様～本日、東病棟Ｃユニットより南病棟Ｃユニットに転棟となっています。
　　　　　　　　　病室は205号室。担当者　看護師/本川　介護士/沢上。年齢９０歳。
　　　　　　　　　食事：全粥・キザミ　自力摂取可能（義歯使用ネームなし）。　排泄：尿意あり。現在ﾘﾊﾋﾞﾘﾊﾟﾝﾂ使用ｽﾄｰﾏ装着、2日に1回バック交換。　移動：車椅子使用だが

立ち上がり徘徊しようとすることあり見守りを要す。　睡眠：睡眠はとれている。

　
ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ埋め込み済み（電池交換したばかり。定期健診は４月予定）
　　　　　　　　　市民病院からの持参薬あり。なくないしだい当院での処方に切りかえます。（1/10

勤務のリーダー指示受け業務あり）　買い物カードなし。洗濯は家族洗濯となります。服薬：精神神経用剤を15時に服用の指示あり。
＜ＳＳＴ評価検討＞

Ａユニット～１ヵ月の評価・総括を行っています。積極的に発言する人が少なかったが、スタッフの

　　　　　　促しにはしっかり話す事出来ています。１人も途中退席することなく最後まで参加できています。次回の課題として田端様・鈴木様の居眠りが目立つためコリーダーが傍に付き添いその都度、声掛けをするなどの対応が必要と思われます。

Ｂユニット～１ヵ月の評価・総括を行っています。ほとんどの患者様の目標設定が挨拶となっており

　　　　　　１人の患者様の意見をそのまま真似て皆、同様に話す傾向があります。ＳＳＴへの理解の乏しさが目立ち今後、ＳＳＴのテーマや目標設定について見直す必要があると思われます。次回の課題として上田様のみが目標設定時、「わからない、考え中。」と話され、目標設定が出来ていないため、上田様の不足している部分を補い上手く目標設定が出来るよう導いていくことが挙げられます。

ＣＤユニット～１ヵ月の評価・総括を行っています。居眠りは見られなかったが、問いかけに対し

的外れな発言多く聞かれその都度、声掛けを要しています。対象患者様の個々のレベルに合わせた説明や対応が必要と思われ今後、テーマや目標設定、進行の仕方を再検討する必要があると思われます。







